
○地域固有の歴史、文化、食、スポーツ等の地域資源を活用。予約や情報発信等の一元化等を行い、来訪者の
利便性と満足度の向上を図る。
〇地域連携ＤＭＯ「株式会社おおすみ観光未来会議」が観光データを収集・分析し、戦略的なプロモーションを展
開する。

鹿屋市農泊推進協議会 〔鹿児島県鹿屋市〕
か の や し

【実施体制】鹿児島県鹿屋市

【採 択 年 度】
平成30年度

【事業実施期間】
平成30～令和元年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○農家民泊と併せた旧鹿屋航空基地等の戦争遺跡を巡るプ
ログラム、鹿屋体育大学と連携した見学プログラムを造成
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ア 農泊受入体制の整備

・民泊受入家庭の掘り起こし、インバウンド等受入研修会の実施

・農泊先進地の視察研修

・地域資源を活かした魅力ある体験プログラムの開発

・農泊PRパンフレット等の作成

・農家民泊、団体予約等の情報を一元管理するシステムの構築

イ 効果的なプロモーションの展開

・首都圏の中高生による政策アイデアコンテストの実施

・首都圏の教員向けデモツアーの開催

・旅行エージェント等への営業活動

・農泊レベルアップ講習会の開催

戦争遺跡の活用

鹿屋航空基地史料館

鹿屋体育大学

鹿屋体育大学との連携 鹿屋ならではの食の提供

○首都圏の中高生が鹿屋市について調査し、農泊推進のア
イデアを発表する政策アイデアコンテストを実施

○漁業協同組合（みなと食堂）による食事の提供、漁業体験
プログラムの提供

農林水産業の体験 郷土料理づくり体験 訪日外国人との交流

首都圏学校による成果発表会
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